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１．はじめに 

 本工事は、蒲田川流域の外ヶ谷において明治２２年に発生した大崩壊地の真下に位置します。外ヶ

谷第１０号砂防堰堤の沈下を防ぐための薬液注入を行うと共に、その施工にあたっての仮設工事用道

路の設置を行いました。本稿では、現在２１歳の経験年数４年目による視点から生産性向上及び施工

時の安全対策について報告します。 

２．工事概要 

地盤改良工 1 式 仮設工 1 式 

 流出防止工 1 式 工事用道路工 1 式 

 先行削孔 883m 掘削（砂防） 1700m3 

  薬液注入 A 区間 14 本 路体（築堤）盛土 360m3 

  薬液注入 B 区間 11 本   植生シート 110m2 

  薬液注入 C 区間 5 本   植生マット 500m2 

  薬液注入 D 区間 15 本   コンクリート舗装 848m2 

  薬液注入 E 区間 20 本   砕石舗装 528m2 

 固結工 1 式 仮橋・仮桟橋工 1 式 

  薬液注入 30 列～37 列 24 本   仮橋上部、高欄等（設置・撤去） 2 基 

外ヶ谷第１０号砂防堰堤の沈下の原因は軟 

弱地盤であり地下に流水があることから、流 

出防止工による瞬結の止水壁を作成し固結工 

による薬液注入で地盤の沈下を阻止します。 

 上記の改良工に伴い、仮設工事用道路の設 

置については施工延長が約４００ｍあり縦断 

勾配が１０％以上の箇所はコンクリート舗装 

（下流より約２２０ｍ）以外の箇所ついては 

砕石舗装（約１８０ｍ）となります。 

 現場状況からみて、仮設工事用道路の手早 

い完成が求められます。 

仮設工事用道路 

外ヶ谷大崩壊地 

流出防止工 固結工 
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３.仮設工事用道路での測量工夫について 

 従来は、複数人によるレベル及び高波測距儀で行う測量でした。この測量をしていると、確実に２

人以上で複数機材を使用する作業となります。ましてや、今回は施工延長が約４００ｍあることやカ

ーブが複雑ということから丁張の数やそれに伴う事前計算も多くなります。以上によって、測量時の

負担を軽減することが生産性の向上になり工期短縮に繋がると考えました。 

 上記の課題を解決するためには、３次元データを使用した自動追尾測量が必要となります。 

３.１ ３次元データ作成について 

 ３次元データは、平面図、横断図、縦断図を取り込むと自動でそれぞれの情報が分類されるソフト

を利用し作成していきます。 

       

   横断情報             縦断情報            カーブの情報 

 

 

 

 

 

 

3 次元データ作成状況 

 

３次元データが正しいかを照査する機能もついているので、事前準備段階の手戻りも無くなりま

す。専用ソフトに取り込んだ各図面の平面線形や縦断情報、横断寸法が同一であるかを照査し正しけ

れば図面上に赤のチェックが記載されます。 

 

 

 

 

 

 

 

     平面線形照査         縦断情報照査         横断情報照査 



３.２ ３次元データを使用した自動追尾測量 

 ３次元データを端末に取り込み、現場で活用していきます。端末の画面上には、リアルタイムに於

ける現在地の横断図、平面図、計画高、地盤高が表示されます。また、横断図の折れ点毎にナビをセ

ットすることができるので、的確に高さや位置を出すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              ３次元データを使用した測量例 

 

上記の例を用いて説明すると、現在地の横断図からセットした点までの距離が「ＲＩＧＨＴ０.００

０」ですので、プリズムの位置がセットした点に対して正しいことになります。高さについては、「Ｄ

ＯＷＮ―０.１５１」ですのでプリズムの位置から「０.１５１ｍ」下げたところが計画高になります。 

 これらの測量は、３次元データを作成し自動追尾測距儀らと連携させることによって 1 人で完結す

ることが可能になりました。 

３.３ 測量時の課題に対しての結果 

 冒頭で述べている課題に対して、３次元データを使用した自動追尾測量を行うと「測量に於ける手

配人員の削減」、「複数機材での作業削減」、「事前計算業務の不要」といった結果が得られました。下

請業者の方々からは「高さと位置がすぐに分かるから測量での手待ちが無くてスムーズに作業を行う

ことができた」と好評でした。 

以上、測量の工夫を行うことで作業効率が上がり余裕のある工程で仮設工事用道路の設置を行うこ

とができました。 



４. 本工事の安全対策  

４.１ 雨量計の設置場所と問題点 

 工事行う上で、現場付近に河川があることから土石流に対する安全管理が重要となります。 

毎月の安全教育時に避難訓練の実施を欠かさずに行うことや土石流センサーの設置をすること、現

場内の施工サイクルとして安全巡視時に河川の水位の観測を行うことで日々、土石流に対する安全管

理を行ってきました。 

 

    雨量計 

 

              雨量表示計 

但し、「雨量」に関する管理は満足いくものではありませんでした。雨量計の設置箇所は施工箇所と

少々離れている現場休憩所に設置しています。理由としては、雨量表示計が電池動力であり耐水性の

ものではないので雨の当たらない箇所に設置しなくてはなりませんでした。ですので、降雨が強まる

事が予想されてからは何度も雨量計を確認しに行き管理していました。 

問題点としては、現場休憩所に雨量計が設置してあることで施工箇所から目視で現在の降雨状況は

正常なのか、警戒なのか、中止なのか、が把握できないことです。 

４.２ 問題点について社内での検討 

 当現場の問題点を社内で検討したところ、ソーラーパネル式の雨量警報装置付き雨量計が存在する

事が判明しました。正常、警戒、中止の項目のランプが常時点灯しているようです。 

 

         雨量警報装置付き      雨量ます             警報装置 

         センサー 

 

４.３ 検討した結果 

 検討結果から、上記の通りソーラーパネルを動力として施工箇所から目視で確認できる雨量計があ

ることが分かりました。課題である、「耐水性」、「動力の確保」、「分かりやすい安全管理」を解決する

ことができます。 

 

５. まとめ 

今回の工事を通して、成功した部分もありますが、満足行かなかった部分もありました。最新技術

を取り入れての施工は良かったのですが、ひとめにして分かる安全管理が非常に重要であることが盲

点でした。現場状況が似ている工事を担当したときは、この経験を生かしていきたいです。 

最後に工事期間中にご指導いただきました監督職員の皆様に深く感謝申し上げます。 

現場休憩所 


